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市
議
会
で
は
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
す
た
め
、
議
員
定
数
や
常
任
委
員

会
の
あ
り
方
、
議
会
情
報
の
発
信
な
ど
の

議
会
改
革
を
協
議
す
る
組
織
と
し
て
、
平

成
28
年
３
月
に「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
、
今
年
の
３
月
末
ま
で
に
23
回

の
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
特
別
委
員
会
に
お
け
る
議
員
定
数
に

関
す
る
協
議
は
、
平
成
29
年
９
月
よ
り
開

始
し
、
現
在
の
定
数
を
決
め
た
17
年
に
比

べ
人
口
が
約
４
，
５
０
０
人
減
っ
て
い
る

こ
と
、
人
口
類
似
市
と
の
比
較
、
議
会
が

持
つ
本
来
の
役
割
を
果
た
せ
る
人
数
、
常

任
委
員
会
の
数
な
ど
の
検
討
を
続
け
、
本

年
１
月
に
は
若
干
の
削
減
を
図
る
方
向
が

特
別
委
員
会
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
方
向
に
つ
い
て
特
別
委
員
会
の
協

議
に
加
わ
っ
て
い
な
い
議
員
に
も
説
明
し

理
解
を
得
た
上
で
、
２
月
19
日
、
市
民
の

意
見
を
直
接
聞
く
こ
と
を
目
的
に
、
市
内

各
団
体
と
の
「
議
員
定
数
見
直
し
に
関
す

る
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
、
以
降
、
そ

こ
で
出
さ
れ
た
意
見
を
基
に
協
議
を
重
ね

た
結
果
、
今
回
、
定
数
を
２
人
削
減
す
る

こ
と
で
条
例
改
正
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
し
い
議
員
定
数
は
、
平
成
31

年
６
月
の
任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員

選
挙
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

次
期
の
市
議
選
か
ら
定
数

次
期
の
市
議
選
か
ら
定
数
1414
人人
にに

議
員
定
数
２
減
案

議
員
定
数
２
減
案
をを
可
決
可
決

　

第
２
回
定
例
会
最
終
日
の
26
日
に
、
深
川
市
議
会
議
員
定
数

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
議
員
発
議
し
、
定
数
を
16
人

か
ら
14
人
に
２
人
減
と
す
る
条
例
改
正
案
を
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

■ 

こ
れ
ま
で
の
経
過

第２回定例会　６月18日～26日第２回定例会　６月18日～26日
議員定数条例及び委員会条例の改正!!議員定数条例及び委員会条例の改正!!
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　議員定数の削減に伴い、深川市議会委員会条例の一部を改正し、常任委員会※について、現在の
総務文教、社会民生、経済建設の３委員会から、「総務経済」、「厚生文教」の２委員会とし、各委員
会の委員定数についても７人とするものです。
　なお、新たな常任委員会における役割分担（所管事項）は下表のとおりです。

名　称 所　管　事　項

総 務 経 済
常任委員会
（７人）

（１）企画総務部の所管に属する事項
（２）経済・地域振興部の所管に属する事項
（３）建設水道部の所管に属する事項
（４）会計課の所管に属する事項
（５）選挙管理委員会、農業委員会、公平委員会及び監査委員の所管に属する事項
（６）その他、他の常任委員会の所管に属さない事項

厚 生 文 教
常任委員会
（７人）

（１）市民福祉部の所管に属する事項
（２）市立病院の所管に属する事項
（３）教育委員会の所管に属する事項

３常任委員会から「２」常任委員会へ！
Pick Up 賛

成
多
数

この条例改正は、平成31年６月18日（次の任期）から施行されます。

若手議員のなり手不足などから議員報酬の検討を要請！市長へ申し出

Pick Up

　議員定数見直しに関する意見交換会で出された意見や、議会改革特別委員会における一連の調査
の中で、議員報酬のあり方について協議を重ねた結果、全国的にも問題となっている若手議員のな
り手をふやすこと、議員定数の削減と常任委員会の再編により、議員１人当たりの仕事が増えるこ
とから、議員報酬の増額の検討をする内容で山下市長に対し、長野議長を初め、水上副議長、鶴岡
議会改革特別委員長、太田議会改革特別副委員長より、深川市特別職報酬等審議会への諮問の検討
を要請する旨の申出書を提出しました。

・議員に退職金制度はありません。
・以前は地方議員年金制度（平成23年に廃止）がありましたが、
　現在、専業の議員は国民年金への加入となります。

役職区分 月　額

議　長 376,000円

副議長 337,000円

議　員 317,000円

期末手当 率

６月支給 2.125月分

12月支給 2.275月分

合　計 4.400月分

現在の議員報酬等審議会開催の申し出

※委員会　条例案などの詳細な審査は本会議ではなく委員会で行います。その審査結果を本会議において委員長から報告
　　　　　を受け、それを踏まえて本会議で採決が行われます。

議員発議
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第２回
第３回
臨時会

広
域
精
米
施
設
及
び
市
立
保
育
所
の
整
備
決
定

市への訴えに応じるための弁護士費用を補正
Pick Up 賛

成
多
数

　国家賠償法に基づく賠償を求める訴状が市に届いたため、これに応訴する経費として、弁
護士費用42万4,000円が計上された一般会計補正予算（H30）が第２回臨時会で可決されました。
（被告となった４人の議員の弁護士費用は含まれていません）

　　　　　　　　市が被告とされる事件はどのようなものか。
　　　　　　　　市に届いた訴状の被告深川市に対する責任原因は、被告となった議員らに
よる平成29年第３回定例会及び第４回定例会での問責決議を提案し可決させた行為などが、
国家賠償法第１条第１項の「公務員（議員）が、その職務を行う際に違法に他人に損害を加
えたときは、公共団体に賠償責任が生じる」とする、この規定の違法行為があったとして、
市に対し４人の被告となった議員と共同して110万円を賠償せよとの訴えです。

広域精米施設及び統合後の市立保育所の整備費用可決
賛
成
多
数

　ＪＡきたそらちによる広域精米施設整備事業に係る国庫補助金（５億円）と市補助金、深
川・一已保育所統合後の保育所整備用地の取得費などが計上された合計約７億979万円の一般
会計補正予算（H30）が第３回臨時会で可決されました。

広域精米施設整備広域精米施設整備

総事業費は約10億8,000万円、上記市補助金の内、
1億1,460万円は市債を充当。平成31年３月完成予
定。

市補助金　市補助金　11億億1,4651,465万円万円

保育所等整備保育所等整備

合計額の内、7,840万円は市債を充当。整備用地
は６条11番、面積約3,400㎡、平成32年４月開園
を予定。

合計　合計　8,6648,664万円万円

第３回臨時会
録画中継

　今回の和田議員への問責決議に関する訴訟に
よって、公金を支出すること
は市民の同意を得ることはで
きないし、公金支出は原因者
に負担を求めるべきだ。当市
議会において、集団の常識よ
りも市民への良識を優先させ
るべきだと考えるため反対す
る。（佐々木議員）

　当市議会は、議員個人の政策的見地などから
個別に議案を審議し表決での
意思表明を行っている。ま
た、議会運営はいつも議会の
規則により行われている。市
の立場と先輩議員が積み上げ
てきた議会運営の事実をもっ
て、司法の場に臨むことを求
めるため賛成する。（辻本議員）

反
対

第２回臨時会録画中継

第２回
定例会

※補正予算　年度当初の予算（当初予算）に、追加・その他の変更を加えるため提出される予算
※付議事件　本市議会だよりでは、議案のうち条例、予算、人事、意見書以外のものを付議事件としています。

Pick Up

賛
成

Ａ

補正予算

質　疑

補正予算
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討　論

Ｑ
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条 

例
深
川
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
保
税
に
お
い
て
基
礎
課
税
額
の
課
税

限
度
額
を
54
万
円
か
ら
法
令
の
上
限
額
の

58
万
円
に
改
め
る
と
と
も
に
、
低
所
得
者

に
係
る
国
保
税
の
軽
減
措
置
の
拡
充
を
図

る
た
め
、
５
割
及
び
２
割
軽
減
に
係
る
軽

減
判
定
所
得
の
算
定
方
法
を
、
法
令
の
定

め
に
則
し
て
改
め
る
も
の
で
す
。

国
保
税
の
課
税
限
度
額
引
き
上
げ
、

低
所
得
者
軽
減
措
置
拡
充
の
決
定

深
川
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

同
支
援
員
資
格
を
、
①
一
定
の
実
務
経

験
が
あ
り
、
市
長
が
適
当
と
認
め
た
者
を

新
た
に
加
え
る
、
②
教
員
免
許
の
更
新
を

受
け
て
い
な
い
場
合
の
取
り
扱
い
を
明
確

に
す
る
た
め
、
そ
の
表
現
を
「
教
育
職
員

免
許
法
第
４
条
に
規
定
す
る
免
許
状
を
有

す
る
者
」
に
改
め
る
も
の
で
す
。

放
課
後
児
童
支
援
員
の

資
格
要
件
の
拡
充
と
明
確
化 賛

成
多
数

意
見
書

全
会
一
致
で
可
決
し
、
内
閣
総
理

大
臣
な
ど
に
送
付
し
ま
し
た
。

■
北
海
道
主
要
農
作
物
種
子
条
例
の
制
定

に
関
す
る
意
見
書

■
教
職
員
の
長
時
間
労
働
解
消
に
向
け
、

「
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
給
特
法
）」
の
廃
止
を
含
め
た
見
直
し

を
求
め
る
意
見
書

■
教
職
員
の
超
勤
・
多
忙
化
解
消
・「
30

人
以
下
学
級
」
の
実
現
、
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
堅
持
・
負
担
率
２
分
の

１
へ
の
復
元
、「
子
ど
も
の
貧
困
」
解

消
な
ど
教
育
予
算
確
保
・
拡
充
と
就
学

保
障
に
向
け
た
意
見
書

■
２
０
１
９
年
度
地
方
財
政
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書

■
２
０
１
８
年
度
北
海
道
最
低
賃
金
改
正

等
に
関
す
る
意
見
書

議員名（議席番号順） 議
決
結
果
▼

菅
原　

明
義

宮
澤　

孝
司

松
本　

雅
祐

近
沢　

弘
幸

和
田　

秀
隆

佐
々
木
一
夫

木
根　

昭
夫

松
原　

和
男

水
上
真
由
美

太
田　

幸
一

辻
本　
　

智

小
田　

雅
一

鶴
岡　

恵
司

長
野　
　

勉

楠　

理
智
子

田
中　

昌
幸

第２回
臨時会 30年度一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 可決

第３回
臨時会 30年度一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 可決

第２回
定例会

深川市税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

可決

深川市放課後児童健全育成事業の設
備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例について

○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

定住自立圏形成協定の締結について ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

定住自立圏形成協定の締結について ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

定住自立圏形成協定の締結について ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

定住自立圏形成協定の締結について ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

深川市議会議員定数条例の一部を改
正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

深川市議会委員会条例の一部を改正
する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

※賛成＝○、反対＝●、除＝除斥（採決に加わることができない）、長野勉議長は採決に加わりません

賛
成
多
数

全
会
一
致



06

　
　

第
２
次
男
女
共
同
参
画

計
画
の
計
画
期
間
も
後
半
を

迎
え
て
い
る
。
社
会
情
勢
も

変
化
し
て
い
る
中
で
、
女
性

の
登
用
拡
大
な
ど
の
社
会
進

出
の
支
援
や
、
男
女
共
同
参

画
の
推
進
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
に
関
す
る
審
議
会
・

委
員
会
等
へ
の
女
性
の
登
用

状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年
３
月
末
現
在
、
33
・
１
％

と
な
っ
て
お
り
、
深
川
市
男

女
共
同
参
画
計
画
に
掲
げ
る

目
標
値
40
％
に
達
し
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
引
き
続
き
目
標

値
の
実
現
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
の

意
識
が
、
十
分
、
市
民
に
浸

透
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い

こ
と
か
ら
、
周
知
・
啓
発
に

つ
い
て
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

奨
学
金
は
２
人
に
１
人

が
借
り
て
お
り
、
返
済
に
苦

慮
し
て
い
る
人
も
い
る
と
聞

く
。
深
川
市
の
奨
学
資
金
制

度
は
、
無
利
息
だ
が
貸
与
型

で
あ
る
。
給
付
型
の
奨
学
金

の
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

本
市
の
奨
学
資
金
は
育

英
基
金
を
原
資
（
平
成
29
年

度
末
残
高
７
，２
４
０
万
円
）

に
運
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

基
金
の
積
立
額
が
増
え
る
仕

組
み
が
な
い
ま
ま
給
付
型
奨

学
資
金
を
導
入
し
た
場
合
、

原
資
の
先
細
り
に
よ
り
、
将

来
、
制
度
自
体
の
運
用
が
で

き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

国
に
お
い
て
、
平
成
29
年

度
か
ら
給
付
型
奨
学
金
制
度

が
創
設
さ
れ
る
な
ど
し
て
い

ま
す
の
で
、
国
の
施
策
に
注

視
し
な
が
ら
、
今
後
、
給
付

型
の
奨
学
資
金
制
度
な
ど
、

本
市
の
奨
学
資
金
制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

楠
くすのき

 理
り ち こ

智子 議員
　　 （民主クラブ）

男
女
共
同
参
画
推
進
に
つ
い
て

周
知
・
啓
発
に
努
め
て
い
く

給
付
型
の
奨
学
金
の

検
討
に
つ
い
て
伺
う

深川市男女共同
参画計画：市HP

深川市男女共同参画計画

太
お お た

田幸
こういち

一 議員
　　（新政クラブ）

市
街
地
初
等
教
育
区
域
の
偏
り

他
市
の
状
況
を
調
査
し
た
い

指定校の変更（区
域外就学）につ
いて：市HP

ふ・ルート

一　般　質　問
深川市議会
YouTube
チャンネル

　12人の議員の一般質問を紹介します。
　掲載しきれなかったほかの質問は、深川市
議会YouTubeチャンネルでご覧いただけます。

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

0607

　
　

高
等
看
護
学
院
が
あ
る

こ
と
で
、
市
立
病
院
へ
の
入

職
者
も
多
く
有
利
か
つ
、
看

護
師
確
保
の
上
で
も
重
要
だ
。

　

一
方
で
、
看
護
師
育
成
の

教
育
環
境
整
備
の
観
点
か
ら
、

老
朽
化
の
著
し
い
施
設
の
改

築
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　

現
在
の
看
護
学
院
の
建

物
は
、
供
用
開
始
後
46
年
が

経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

施
設
全
体
が
老
朽
化
し
て
お

り
、
改
築
の
必
要
性
が
あ
る

も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
看
護
学
院
の
事
務

局
を
担
う
病
院
管
理
課
と
看

護
学
院
教
務
課
に
お
い
て
、

改
築
に
向
け
て
の
調
査
・
検

討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
、
市
財
政
当
局

な
ど
と
も
財
源
確
保
等
を
含

め
、
改
築
に
向
け
た
協
議
を

進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　
　

路
線
存
続
の
可
能
性
を

探
る
と
の
こ
と
だ
が
、
本
市

を
含
む
沿
線
地
域
で
は
い
ま

だ
協
議
に
入
っ
て
い
な
い
。

　

５
月
に
初
め
て
２
市
２
町

の
首
長
が
顔
を
合
わ
せ
、
協

議
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立

っ
た
。
検
討
の
経
過
と
今
後

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

検
討
の
経
過
と
し
て
は
、

鉄
路
存
続
を
掲
げ
る
新
留
萌

市
長
就
任
後
に
、
沿
線
２
市

２
町
（
留
萌
、
深
川
、
秩
父

別
、
沼
田
）
で
、
JR
留
萌
本

線
沿
線
自
治
体
会
議
を
設
置

し
た
こ
と
や
、
沿
線
４
市
町

長
が
北
海
道
、
国
、
国
会
議

員
事
務
所
を
訪
れ
る
な
ど
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
鉄
路
存
続
の
可

能
性
に
つ
い
て
検
証
し
て
い

き
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
具
体

的
な
議
論
は
、
国
の
支
援
や

JR
北
海
道
の
経
営
方
針
の
改

善
が
見
え
て
か
ら
、
本
格
化

す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

水
みずかみ

上真
ま ゆ み

由美議員
　　（新政クラブ）

高
等
看
護
学
院
は
改
築
す
べ
き

改
築
に
向
け
た
協
議
を
進
め
る

留
萌
本
線
協
議
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ

深川市立看護
学院HP

看護学院生

　
　

深
川
市
街
地
初
等
教
育

（
幼
児
・
小
学
教
育
）
区
域

の
偏
り
に
よ
り
、
今
年
度
の

新
１
年
生
は
、
深
川
小
学
校

が
35
人
に
対
し
、
一
已
小
学

校
は
60
人
と
差
が
拡
大
し
て

い
る
。
校
区
越
境
を
他
市
の

よ
う
に
著
し
く
他
校
が
近
い

場
合
に
制
限
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　
　

区
域
外
就
学
に
関
し
て

は
、
保
護
者
の
申
し
立
て
が

あ
っ
た
場
合
、
通
学
距
離
に

よ
る
指
定
校
の
変
更
を
認
め

て
い
る
も
の
で
、
議
員
が
言

う
制
限
は
、
こ
れ
ま
で
認
め

ら
れ
て
い
た
も
の
に
制
限
を

加
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
そ
の
よ
う
な
改
正
は
難

し
い
と
考
え
ま
す
が
、
ま
ず

は
他
市
の
状
況
を
調
査
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
深
川
市
街
地
の
小

学
校
に
お
い
て
、
児
童
数
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
の
は
憂

慮
す
べ
き
こ
と
な
の
で
、
保

護
者
へ
本
来
の
学
校
へ
の
通

学
を
検
討
い
た
だ
く
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　

市
道
自
由
通
路
線『
ふ
・

ル
ー
ト
』
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
長
期
故
障
は
、
い
つ
か
ら

な
の
か
。
あ
わ
せ
て
、
改
修

が
進
ま
な
い
理
由
を
伺
う
。

　
　

３
月
に
太
子
町
側
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
に
お
い
て
、
建

物
部
品
の
腐
食
か
ら
雨
水
が

建
屋
内
に
入
り
込
み
、
ブ
レ

ー
キ
装
置
が
ス
リ
ッ
プ
し
て

異
常
停
止
し
た
も
の
で
す
。

　

直
ち
に
復
旧
に
つ
い
て
製

造
メ
ー
カ
ー
等
と
協
議
し
た

結
果
、
安
全
第
一
を
考
え
、

ブ
レ
ー
キ
装
置
丸
ご
と
の
交

換
が
必
要
と
の
判
断
に
至
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
装

置
の
在
庫
が
な
く
、
受
注
生

産
が
必
要
と
の
こ
と
で
、
復

旧
に
約
３
カ
月
を
要
す
る
こ

と
と
な
り
、
６
月
末
の
復
旧

を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

ふ
・
ル
ー
ト
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
故
障
理
由

一　般　質　問

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
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配
置
計
画
案
で
は
、
両

校
の
学
級
減
等
が
示
さ
れ
本

市
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で

あ
る
。
２
校
存
続
に
向
け
、

市
民
、
同
窓
会
、
OB
会
な
ど
、

ま
ち
全
体
で
応
援
し
て
い
く

協
議
会
の
開
催
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

７
月
24
日
に
は
深
川
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
主
催
で
市
内

公
立
高
校
説
明
会
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
状
を
保
護

者
や
地
域
の
方
に
説
明
し
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、

地
元
に
あ
る
高
校
の
存
在
意

義
を
再
確
認
い
た
だ
き
、
子

供
た
ち
の
進
路
選
択
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
、
市
内
小
中

学
校
の
全
て
の
保
護
者
、
同

連
合
会
関
係
者
、
町
内
会
長

等
に
参
加
を
呼
び
か
け
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
引
き
続
き

両
高
校
と
緊
密
に
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
対
策
を
講
じ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

市
民
が
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
た
め
、
散
歩
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
趣
味
の

教
室
へ
の
参
加
、
特
定
検
診

・
が
ん
検
診
受
診
な
ど
で
ポ

イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、
商
品
券

と
の
交
換
や
特
典
が
も
ら
え

る
制
度
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

今
年
度
か
ら
、
北
海
道

と
市
町
村
及
び
協
賛
企
業
が

連
携
し
て
、
市
町
村
が
実
施

す
る
健
康
診
断
や
が
ん
検
診
、

健
康
づ
く
り
関
連
事
業
へ
参

加
す
る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
シ

ー
ル
を
も
ら
い
、
６
ポ
イ
ン

ト
で
協
賛
企
業
か
ら
特
典
が

も
ら
え
る
と
い
う
「
北
海
道

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
市
民
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
健
康
づ
く

り
へ
の
一
助
と
な
る
よ
う
、

広
報
紙
だ
け
で
は
な
く
、
健

診
、
保
健
事
業
の
際
に
も
PR

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

松
まつもと

本雅
まさひろ

祐 議員
　　　　（無会派）

深
川
東
・
西
高
校
の
あ
り
方

両
高
校
と
緊
密
に
連
携
を
と
る

健
康
寿
命
を
伸
ば
す

ポ
イ
ン
ト
制
度
事
業

深川西・東高校
の魅力づくりへ
の支援：市HP

深川西高校

松
まつばら

原和
か ず お

男 議員
　　　　（無会派）

部
活
参
加
に
係
る
調
査
を

必
要
に
応
じ
て
把
握
に
努
め
る

教育委員会 
学務課：市
HP

市内中学校の部活動

一　般　質　問

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

09

　
　

現
状
よ
り
も
２
０
０
人

規
模
で
就
学
前
人
口
激
減
の

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
今
後

10
年
間
の
予
測
を
立
て
、
市

全
体
の
保
育
・
保
育
所
配
置

・
定
員
・
市
立
保
育
所
の
あ

り
方
を
深
川
市
子
ど
も
・
子

育
て
審
議
会
に
諮
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　

市
立
保
育
所
の
施
設
規

模
を
決
め
る
に
は
、
利
用
希

望
数
の
見
極
め
が
重
要
に
な

り
ま
す
が
、
市
の
分
析
と
し

て
、
出
生
数
は
減
少
傾
向
に

あ
る
も
の
の
、
子
育
て
家
庭

に
お
け
る
共
稼
ぎ
が
増
加
傾

向
に
あ
る
な
ど
、
利
用
希
望

数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と
捉

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
深
川

市
保
育
所
等
整
備
に
関
す
る

基
本
方
針
は
、
策
定
に
当
た

り
、
深
川
市
子
ど
も
・
子
育

て
審
議
会
に
お
い
て
、
市
立

保
育
所
の
現
状
の
問
題
点
な

ど
の
審
議
を
重
ね
答
申
を
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
、
改
め

て
保
育
所
の
あ
り
方
に
つ
い

て
審
議
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

　
　

多
く
の
保
育
士
確
保
が

求
め
ら
れ
る
０
歳
か
ら
２
歳

児
な
ど
の
受
け
入
れ
態
勢
を

強
化
し
た
保
育
所
の
設
置
こ

そ
が
、
法
人
保
育
所
と
の
競

合
を
避
け
、
持
続
可
能
な
責

任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え

を
伺
う
。

　
　

利
用
者
の
利
便
性
を
初

め
、
市
の
財
政
負
担
、
法
人

保
育
所
の
経
営
等
を
考
慮
す

る
と
、
市
立
保
育
所
だ
け
で

は
な
く
、
民
間
で
で
き
る
こ

と
は
民
間
に
も
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
考
え
を
基
本
と
し

つ
つ
、
統
合
保
育
所
は
、
市

立
保
育
所
の
保
育
方
針
を
引

き
継
ぐ
保
育
所
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
先
導
的
な
役
割
を
担

っ
た
上
で
、
市
全
体
で
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

田
た な か

中昌
まさゆき

幸 議員
　　（民主クラブ）

保
育
所
整
備
前
に
人
口
予
測
を

利
用
希
望
数
は
増
加
傾
向

求
め
ら
れ
る
セ
ン
タ

ー
保
育
所
運
営
を

深川市保育所等
整備に関する基
本方針：市HP

市立保育所の様子

　
　

経
済
的
格
差
か
ら
発
生

す
る
部
活
参
加
抑
制
を
な
く

し
、
機
会
均
等
を
実
現
さ
せ

る
た
め
、
部
活
に
か
か
わ
る

保
護
者
負
担
の
状
況
を
継
続

的
に
調
査
し
、
把
握
す
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

部
活
動
は
、
種
目
ご
と

に
必
要
と
な
る
設
備
や
備
品

整
備
に
要
す
る
経
費
、
中
体

連
等
の
大
会
参
加
経
費
が
必

要
と
な
り
、
市
費
で
支
出
す

る
こ
れ
ら
の
経
費
と
と
も
に
、

必
要
な
保
護
者
負
担
に
よ
り

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
市
内
中
学

校
に
お
け
る
年
間
の
保
護
者

負
担
額
と
し
て
は
、
各
部
活

動
の
平
均
で
約
２
６
，
０
０

０
円
、
最
大
で
年
間
４
６
，

０
０
０
円
、
最
小
で
年
間
５
，

５
０
０
円
で
し
た
。
な
お
、

今
後
と
も
部
活
動
に
お
け
る

保
護
者
負
担
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
て
状
況
把
握
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

部
活
参
加
支
援
は
、
就

学
援
助
と
生
活
保
護
の
二
制

度
が
あ
る
。
そ
の
相
違
と
事

業
の
実
態
、
と
り
わ
け
生
活

保
護
世
帯
へ
の
理
解
と
周
知

の
た
め
の
努
力
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
　

生
活
保
護
世
帯
に
準
ず

る
程
度
に
生
活
に
困
窮
し
て

い
る
世
帯
に
対
し
、
児
童
・

生
徒
の
就
学
に
必
要
と
な
る

経
費
を
支
援
す
る
就
学
援
助

に
つ
い
て
は
、
学
用
品
費
、

通
学
用
品
費
、
体
育
実
技
用

具
費
、
学
校
給
食
費
、
生
徒

会
費
な
ど
の
援
助
費
目
に
加

え
て
、
部
活
動
に
加
入
し
て

い
る
場
合
に
は
、
ク
ラ
ブ
活

動
費
と
し
て
年
間
１
４
，
８

０
０
円
を
上
限
と
し
て
支
給

し
て
い
ま
す
。

　

就
学
援
助
に
お
け
る
ク
ラ

ブ
活
動
費
の
支
給
に
は
、
必

要
な
用
具
等
の
購
入
費
及
び

一
律
に
負
担
す
る
経
費
に
つ

い
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

部
活
参
加
支
援
の
内

容
に
つ
い
て
伺
う

一　般　質　問

ＡＡ

ＡＡ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ
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移
住
・
定
住
施
策
の
中

で
、
特
に
若
い
世
代
に
対
す

る
施
策
と
し
て
安
定
し
た
雇

用
が
重
要
だ
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
は
別
に
、
深
川
市
が
独

自
で
取
り
組
む
「
無
料
職
業

紹
介
事
業
」
の
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

本
市
で
は
昨
年
６
月
か

ら
、
深
川
市
移
住
定
住
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

移
住
希
望
者
を
対
象
と
し
た

無
料
職
業
紹
介
事
業
を
導
入

し
、
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

が
市
内
の
事
業
所
を
回
り
、

登
録
を
い
た
だ
い
た
19
社
36

件
の
求
人
情
報
を
同
セ
ン
タ

ー
の
窓
口
や
、
移
住
相
談
会

等
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
４
月
か
ら
は

求
人
情
報
の
発
信
力
を
強
化

す
べ
く
、
国
内
大
手
の
職
業

紹
介
事
業
者
が
運
営
す
る
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
本
市
専
用

の
求
人
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る

な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
も

進
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

２
人
の
移
住
者
の
就
職
の
実

現
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　

北
空
知
の
中
核
病
院
と

し
て
、
深
川
市
民
ば
か
り
で

は
な
く
、
近
隣
町
の
住
民
の

が
ん
検
診
等
の
受
け
入
れ
を

し
て
い
る
が
、
収
益
を
上
げ

る
観
点
か
ら
受
診
者
数
を
増

や
す
た
め
の
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

今
後
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
市
民
福
祉
部
健
康
福

祉
課
と
も
連
携
し
、
事
業
内

容
や
PR
方
法
、
健
診
未
受
診

者
対
策
な
ど
に
つ
い
て
協
議

を
深
め
る
と
と
も
に
、
当
院

に
設
置
す
る
人
間
ド
ッ
ク
や
、

健
診
委
員
会
に
お
い
て
も
、

受
診
者
の
確
保
や
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
な
ど
に
向
け
た
協
議

を
重
ね
る
中
で
、
受
診
者
の

増
加
対
策
を
講
じ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

木
き

根
ね

昭
あ き お

夫 議員
　　（民主クラブ）

仕
事
を
確
保
し
、
移
住
促
進
を

２
人
の
移
住
者
の
就
職
を
実
現

市
立
病
院
の
が
ん

検
診
等
に
つ
い
て

本市専用の求人
ページ：スタン
バイHP

移住相談会

宮
みやざわ

澤孝
た か し

司 議員
　　（新政クラブ）

音
楽
活
動
に
活
性
化
支
援
策
を

支
援
策
拡
大
等
を
検
討
し
た
い

文化事業開催
助成制度：
市HP

サックス＆ピアノコンサート
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国
保
だ
よ
り
の
中
に
、

国
民
健
康
保
険
の
申
請
に
個

人
番
号
記
入
が
義
務
の
よ
う

に
書
い
て
あ
る
が
、
番
号
法

の
規
定
で
は
強
制
力
は
な
い
。

個
人
の
自
由
意
志
、
個
人
番

号
不
記
載
で
も
受
け
付
け
る

こ
と
の
法
的
根
拠
を
伺
う
。

　
　

番
号
法
第
14
条
で
は
、

国
や
地
方
自
治
体
な
ど
の
個

人
番
号
利
用
事
務
等
実
施
者

は
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る

た
め
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

本
人
に
個
人
番
号
の
提
供
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

申
請
書
類
等
に
個
人
番
号

の
記
載
が
な
い
場
合
は
、
ま

ず
、
記
載
し
提
出
す
る
こ
と

を
申
請
者
に
説
明
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
個
人
番
号
が
わ
か

ら
な
い
場
合
等
は
、
各
制
度

の
管
轄
省
庁
よ
り
、
当
該
書

類
等
に
個
人
番
号
の
み
の
記

載
が
な
い
こ
と
で
、
申
請
を

受
け
付
け
な
い
こ
と
は
不
適

当
で
あ
る
旨
の
通
知
に
基
づ

き
、
不
記
載
で
も
受
理
し
て

い
ま
す
。

　
　

種
子
法
廃
止
は
、
外
資

等
民
間
会
社
に
米
・
麦
・
大

豆
の
日
本
の
公
共
知
見
を
渡

す
こ
と
で
あ
り
、
種
苗
法
改

定
は
、
逆
に
外
資
等
民
間
種

子
会
社
の
権
利
の
保
護
の
強

化
と
、
農
家
の
自
家
採
種
の

規
制
の
拡
大
だ
。
市
の
考
え

を
伺
う
。

　
　

種
子
法
廃
止
の
成
立
と

と
も
に
昨
年
８
月
に
施
行
さ

れ
た
農
業
競
争
力
強
化
支
援

法
の
国
会
審
議
に
お
い
て
付

さ
れ
た
附
帯
決
議
の
中
に
、

「
優
れ
た
品
種
が
国
外
に
流

出
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

知
的
財
産
の
保
護
を
図
る
こ

と
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
う
し
た
流
れ
自
体
が
生
じ

な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と
国

に
は
対
応
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
さ さ き

々木一
かずお

夫 議員
　　　　　（無会派）

各
申
請
に
個
人
番
号
記
入
不
要

法
令
に
基
づ
き
対
応
し
て
い
る

種
子
法
廃
止
と
種
苗

法
改
定
は
危
険

マイナンバー
制度：国HP

種苗法改定は危険

　
　

市
内
で
活
発
に
音
楽
活

動
に
取
り
組
む
団
体
等
に
対

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
規
模

に
合
わ
せ
た
助
成
が
必
要
と

考
え
る
。

　

文
化
事
業
開
催
助
成
制
度

を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
広

く
活
動
を
支
援
す
べ
き
と
思

う
が
考
え
を
伺
う
。

　
　

文
化
事
業
開
催
助
成
制

度
は
、
芸
術
・
文
化
活
動
振

興
の
た
め
、
音
楽
、
演
劇
等

の
文
化
公
演
を
招
致
し
て
実

施
し
た
場
合
、
公
演
経
費
が

多
額
と
な
る
こ
と
か
ら
、
事

業
開
催
団
体
へ
の
助
成
を
行

う
も
の
で
す
。

　

「
多
く
の
活
動
団
体
を
支

援
で
き
る
よ
う
、
制
度
の
見

直
し
を
す
る
べ
き
」
と
の
こ

と
で
す
が
、
こ
の
助
成
制
度

の
趣
旨
と
し
て
、
多
く
の
文

化
事
業
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

は
大
変
望
ま
し
い
こ
と
で
す

の
で
、
助
成
対
象
者
の
拡
大

等
に
つ
い
て
、
今
後
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
は
、
石
狩
川
河
川

敷
を
利
用
し
た
コ
ー
ス
で
、

市
内
で
最
も
多
く
利
用
さ
れ

て
い
る
。
大
き
な
大
会
が
入

る
と
現
在
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

で
は
間
に
合
わ
な
い
。
駐
車

台
数
の
拡
大
は
可
能
な
の
か

伺
う
。

　
　

現
在
、
大
会
開
催
時
に

駐
車
場
が
足
り
な
く
な
る
こ

と
か
ら
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協

会
か
ら
も
駐
車
ス
ペ
ー
ス
確

保
の
要
請
を
受
け
て
お
り
、

先
日
、
河
川
敷
地
を
管
理
す

る
滝
川
河
川
事
務
所
と
協
議

し
た
結
果
、
一
定
要
件
を
満

た
せ
ば
、
届
出
に
よ
り
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
大
会
開
催
日
の

み
、
借
り
る
こ
と
が
で
き
る

と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
今
後
、
大
会
で
は
、

必
要
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
に
努
め
て
い
く
考
え
で
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

駐
車
場
拡
大
を
望
む

一　般　質　問
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厚
生
労
働
省
か
ら
完
全

生
命
表
及
び
市
区
町
村
別
生

命
表
が
公
表
さ
れ
た
。
そ
の

概
要
説
明
と
、
市
民
の
健
康

推
進
に
向
け
て
「
北
海
道
保

健
統
計
年
報
」
を
積
極
的
に

活
用
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　

完
全
生
命
表
や
市
区
町

村
別
生
命
表
は
、
各
市
区
町

村
の
死
亡
率
を
推
定
し
た
数

値
に
よ
る
一
覧
表
と
な
っ
て

い
る
も
の
な
ど
で
、
各
市
町

村
の
死
亡
状
況
を
比
較
す
る

際
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

今
回
公
表
さ
れ
た
本
市
の

平
均
寿
命
は
、
男
性
80
・
３

歳
、
女
性
86
・
８
歳
で
、
空

知
管
内
10
市
中
、
男
性
２
位
、

女
性
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
海
道
保
健
統
計

年
報
は
、
道
内
の
保
健
・
医

療
等
の
数
値
を
ま
と
め
た
も

の
で
、
死
亡
数
や
死
因
等
が

示
さ
れ
て
お
り
、
本
市
の
保

健
福
祉
水
準
を
分
析
す
る
上

で
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
健

康
推
進
事
業
等
の
参
考
と
し

て
い
ま
す
。

　
　

５
月
中
旬
に
雨
竜
川
の

水
位
が
上
昇
し
、
多
度
志
地

区
の
河
川
流
域
に
あ
る
農
地

が
一
部
冠
水
す
る
事
態
が
発

生
し
た
。
行
政
対
応
と
河
川

管
理
者
と
の
情
報
共
有
に
つ

い
て
の
検
証
を
求
め
る
。

　
　

水
位
上
昇
等
の
状
況
把

握
は
、
ダ
ム
放
水
時
に
は
鷹

泊
発
電
管
理
事
務
所
か
ら
一

報
が
自
治
防
災
室
に
入
り
、

深
川
市
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

氾
濫
注
意
水
位
に
達
す
る
よ

辻
つじもと

本　智
さとし

 議員
　　（公政クラブ）

平
均
寿
命
は
管
内
ト
ッ
プ
に

男
性
80･

３
歳
、
女
性
86･

８
歳

雨
竜
川
の
河
川
整
備

を
急
ぐ
べ
き

平成27年市区
町村別生命表
の概況：国HP

雨竜川水位上昇による被害

う
な
場
合
に
は
、
速
や
か
に

河
川
巡
視
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
先
を
見
越
し
迅
速

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
上

流
の
雨
竜
ダ
ム
統
合
管
理
所
、

滝
川
河
川
事
務
所
、
鷹
泊
発

電
管
理
事
務
所
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
を
密
に
し
、
必
要

な
対
応
に
つ
い
て
検
討
す
る

考
え
で
す
。

一　般　質　問

小
お だ

田雅
まさいち

一 議員
　　（公政クラブ）

公
立
高
校
２
校
存
続
に
つ
い
て

小
中
高
の
連
携
を
深
め
た
い

深川東高校HP

深川東高校の授業

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ
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小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
に
お
い
て
多
年
度
に
わ

た
り
領
収
書
等
で
経
費
を
証

明
せ
ず
、
市
が
補
助
金
を
支

出
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
町
内
会
等
の
名

誉
の
た
め
に
も
、
監
査
な
ど

で
実
態
を
把
握
し
、
適
切
に

処
理
す
べ
き
。

　
　

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
町
内
会
に
対
し
て
、
要
援

護
高
齢
者
等
を
対
象
と
し
た

交
流
会
・
昼
食
会
の
実
施
、

弁
当
配
達
、
安
否
確
認
を
目

的
と
し
た
声
か
け
運
動
な
ど

の
事
業
実
施
に
対
し
て
助
成

す
る
も
の
で
、
市
は
社
会
福

祉
協
議
会
が
実
施
す
る
当
助

成
事
業
に
対
し
て
、
補
助
金

を
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
終
了
後
、
交
付
金
の

支
出
先
で
あ
る
社
会
福
祉
協

議
会
よ
り
事
業
報
告
書
及
び

収
支
決
算
書
が
市
に
提
出
さ

れ
て
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の

書
類
に
よ
り
、
事
業
の
実
施

内
容
及
び
支
出
内
容
を
確
認

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容

に
不
備
は
な
く
、
適
正
に
処

理
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
問

題
な
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
も
３
月
の
国
保
だ

よ
り
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

利
用
し
な
い
市
民
の
選
択
の

自
由
と
い
う
憲
法
で
保
障
さ

れ
、
番
号
法
で
も
堅
持
さ
れ

た
権
利
を
担
保
し
な
い
内
容

で
、
市
民
へ
の
差
別
行
為
で

あ
る
。
早
急
に
改
善
す
る
べ

き
だ
。

　
　

番
号
法
の
制
定
を
受
け
、

国
民
健
康
保
険
法
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
申
請
書

類
等
へ
の
個
人
番
号
の
記
載

に
つ
い
て
規
定
さ
れ
求
め
ら

れ
て
い
る
も
の
で
す
の
で
、

市
と
し
て
は
法
で
定
め
ら
れ

た
内
容
で
の
周
知
を
し
て
い

く
考
え
で
す
。

和
わ だ

田秀
ひでたか

隆 議員
　　　　（無会派）

会
計
不
良
の
真
相
を
究
明
せ
よ

内
容
に
不
備
は
な
く
適
正
処
理

市
民
の
選
択
の
自
由

を
守
る
内
容
に
！

マイナンバー制度
（社会保障・税番
号制度）：市HP

国保だより

　
　

深
川
西
高
校
と
深
川
東

高
校
の
入
学
者
の
減
少
が
続

き
、
定
員
割
れ
が
生
じ
て
い

る
。
地
域
の
人
材
を
多
く
輩

出
し
て
い
る
２
校
の
存
続
に

向
け
た
、
教
育
委
員
会
の
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後

の
対
応
を
伺
う
。

　
　

進
路
決
定
に
は
、
進
路

相
談
時
の
中
学
校
教
諭
の
薦

め
も
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、

中
学
校
教
諭
に
市
内
公
立
高

校
の
魅
力
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
両
高
校
と
市
内

中
学
校
の
校
長
が
、
直
接
意

見
交
換
す
る
場
を
４
月
に
設

け
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
を
踏
ま
え
て
、

両
高
校
か
ら
市
内
中
学
校
の

進
路
担
当
者
等
へ
の
説
明
の

機
会
を
設
け
る
な
ど
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
市
内
全
小
学
校

の
校
長
も
含
め
て
、
定
期
的

に
会
合
を
開
く
な
ど
し
て
、

小
中
学
校
及
び
公
立
高
校
の

連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　

市
内
で
10
人
の
方
が
縁

結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
委

嘱
さ
れ
、
出
会
い
や
結
婚
を

望
む
方
へ
の
相
談
、
助
言
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

出
会
い
の
機
会
創
出
の
た

め
、
多
く
の
会
員
登
録
が
期

待
さ
れ
る
が
、
今
後
の
事
業

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

本
事
業
は
、
結
婚
を
希

望
す
る
方
に
会
員
登
録
を
行

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
す
の
で
、
今
年
度

か
ら
登
録
手
続
き
を
簡
略
化

し
、
会
員
数
の
増
加
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ

ポ
ー
タ
ー
に
、
知
人
や
事
業

所
等
へ
定
期
的
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
く
な
ど
、
事
業
周

知
を
改
め
て
行
い
、
会
員
増

加
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー

事
業
に
つ
い
て

ＡＡ

Ａ

Ａ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ
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TOPICS
こんなことを
市民へ報告し

意見交換しました
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深川市
議会報告会

　６月４日（月）中央公民館におい
て、昨年に引き続き２回目となる議
会報告会を開催しました。
　この議会報告会は、議会の運営状
況などを市民のみなさんに報告し、
議会をより身近なものに感じていた
だくこと。そして、市民のみなさん
からの議会や市政に関する意見・提
言を市政に反映させることを目的に
開催するものです。
　なお、今回57人の市民の方が参加
されました。

TOPICS 01

　３月に開催した第１回定例会等の審査
内容を報告しました。

①総務文教常任委員会･･３件

②社会民生常任委員会･･１件

③経済建設常任委員会･･２件

④予算審査特別委員会･･２件

TOPICS

02
議
員
定
数
削
減
な
ど
の
協
議
経
過
を
説
明

議
会
改
革
を
テ
ー
マ
と
し
た
意
見
交
換
会
!!

こ
こ
が
聞
き
た
い
!! 

参
加
者
か
ら
の
質
問
＆
意
見
を
紹
介
（
概
要
抜
粋
）

議
員
定
数
の
削
減
理
由
と
し
て
、
主
に
人
口
が
減
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
理
由
は
な
い
の

か
。

人
口
が
減
る
と
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
も
減
り
ま
す
し
、
地
域
全
体
の
経
済
力
が
減
る
中
で
、
議
員
定
数
が
16
人

の
ま
ま
で
よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

今
回
人
口
減
と
い
う
理
由
だ
け
で
定
数
を
削
減
す
る
の
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
の
か
。

協
議
の
中
で
は
、
地
理
的
な
問
題
や
、
若
い
人
か
ら
年
配
の
方
ま
で
議
会
に
参
画
で
き
る
よ
う
、
あ
る
程
度
の
議
員

定
数
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
約
４
，
５
０
０
人
の
人
口
が
減
る
（
現
議
員

定
数
と
な
っ
て
か
ら
）
と
い
う
こ
と
は
、
北
空
知
の
大
き
な
町
が
一
つ
な
く
な
る
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
影

響
は
極
め
て
大
き
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

ＡＡ

※議員定数削減の協議結果については、２ページをご覧ください

委員会報告は４件

ＱＱ

01515

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
の
意
見
・
要
望

（
概
要
抜
粋
・
47
人
回
答
）

〈
３
月
議
会
報
告
と
議
会
改
革
等
に
つ
い
て
〉

・
議
員
定
数
の
テ
ー
マ
は
良
い
機
会
で
あ
っ
た
〜
同
意
見
２
件

・
定
数
削
減
は
必
要
だ
が
、
議
会
改
革
の
方
が
重
要
だ
と
思
う

・
議
会
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
か
っ
た

・
議
員
定
数
は
広
く
市
民
の
意
見
を
聞
く
べ
き

・
議
員
定
数
削
減
は
賛
成
で
す
が
、
賛
同
が
広
が
る
よ
う
丁
寧

な
説
明
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す

・
議
員
定
数
２
人
減
が
最
大
な
の
か

・
人
口
減
少
な
の
で
議
員
削
減
は
当
然
だ
が
、
地
域
に
偏
り
が

生
じ
な
い
よ
う
に
す
べ
き

・
市
民
が
議
会
・
市
政
に
関
心
を
持
つ
よ
う
努
力
が
必
要

・
話
の
内
容
や
出
て
く
る
言
葉
が
一
般
の
方
に
は
難
し
く
感
じ

ま
し
た

〈
議
員
に
聞
い
て
み
た
い
こ
と
・
知
り
た
い
こ
と
な
ど
〉

・
深
川
の
将
来
像
と
プ
ロ
セ
ス
、
そ
し
て
具
体
的
方
法
を
も
っ

と
知
り
た
い

・
一
般
質
問
の
内
容
を
も
う
少
し
早
く
知
る
こ
と
が
で
き
た

ら
、
議
会
へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
思
う

・
議
員
と
し
て
市
民
の
中
に
も
っ
と
入
っ
て
ほ
し
い

・
高
校
生
や
大
学
生
、
青
年
会
議
所
や
農
村
青
年
部
な
ど
若
い

方
々
と
の
懇
談
会
を
開
い
て
は

・
議
員
の
な
り
手
不
足
や
地
方
議
会
の
役
割
を
話
し
合
っ
て
は
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〒074-8650　深川市２条17番17号
電話0164-26-2282（直通）

◆ 問合先：深川市議会事務局内 ◆

深川市議会YouTube
チャンネル

16

長年の功績を称え
全国市議会議長会表彰

　５月30日に東京で開催された第94回全国市議会議長会定期総会において、本市
議会より３人の議員が表彰状及び感謝状を受けました。また、６月18日の本会議
に先立ち、議場において表彰状及び感謝状の贈呈が行われました。

○議員紹介（写真左から）

　・楠　　理智子　議員
　　（議員10年表彰）

　・長野　　　勉　議員（現議長）
　　（地方財政委員会委員感謝状）

　・水上　真由美　議員（現副議長）
　　（議員10年表彰）

　全国市議会議長会より表彰をいただ
きましたことにお礼申し上げます。
　表彰に値するのかなと議員になりま
してからの10年間を振り返っておりま
す。ひとえに、市民の皆様のご支援と、
議員各位のご指導と支えがあってのこ
とと感謝しております。
　そして、女性議員として、女性の目線
での提言を実現させることが出来たか
なとも振り返っているところです。
　今後とも深川市の振興のために精一
杯努めていきますので、よろしくお願い
いたします。　市議会議員　楠　理智子

　この度の在職10年の表彰に当たり、
まずもって、ご支援・ご指導をいただい
た皆様に心から深く感謝とお礼を申し
上げます。
　思い返しますと、平成19年に深川市
議会議員に初当選させていただき、今日
まで議員活動を続けてこられましたの
も、市民の皆様の温かいご支援と議員各
位の友情とご指導のおかげであります。
　今後とも、より一層深川市の発展に最
善を尽くし、職務を全うすることをお誓
い申し上げ、お礼の言葉とさせていただ
きます。　　市議会議員　水上　真由美

　これまで市民のみなさんから寄せ
られていたご意見をもとに、議会だ
よりを刷新し、ご好評とともに新たなご意見もい
ただいています。
　委員会として嬉しい限りです。そして、ご意見
の中で最も多く、最も困難なのが「一般の方にも
わかる言葉」で伝えること。これは行政側も関係
するので、どこまでできるかわかりませんが、決
して今を最良とはせず、今後とも改良に努めたい
と思っています。 広報編集委員　和田　秀隆　

編 集 後 記

深川市議会
　　　公式ホームページ
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